
検査員の現場報告1

バチバチ！火花が散って火災につながることも！
本荘事業所 加賀谷 勇斗

コンプレッサーの電源接続部に巻いているビニー
ルテープがはがれ、本体ケースと接触し、火花が散っ
た事例をご紹介します。

〔状況〕
９月中旬、電気事故受付センターから「絶縁監視
装置の特別警戒連続中」との出動依頼連絡がありま
した。お客さまへ連絡したところ、「工場内に異常
はなく、通常どおり営業しております」とのことで
したが、回復の信号がないことから現場へ出動しま
した。

〔調査〕
現場へ到着し、絶縁監視装置を確認すると動力回
路（200Ⅴ）の警報ランプが点灯し、漏電していま
した。広い工場の中、動力分電盤を１つずつ点検し
ていくと、大きい漏れ電流が発生しているブレー
カー回路を見つけました。詳しく調査した結果、コ
ンプレッサーの電源接続部に巻いているビニール
テープがはがれ、本体ケースと接触し、火花が散っ
ていました。事故現場は様々な機器が混在し、入り
組んだ箇所にあったため、火花が散っていたことに
気づきにくかった可能性があったと思います。火災
の危険性も考えられましたので、安全を確保したう
えで、早急に復旧作業にとりかかりました。

〔原因〕
原因はコンプレッサー本体の電源接続箇所に巻い
ているビニールテープがはがれて、金属部分が露出
し、本体ケースと接触して漏電に至ったものでした。

〔復旧〕
はがれた箇所のビニールテープを取り除き、新し
くビニールテープを巻き直して金属ケースと接触し
ないよう補修しました。また、外観点検で他に異常
がないこと、クランプ測定で大きい漏れ電流が発生
していないことを確認し、復旧しました。

〔お客さまの声〕
お客さまから、「早期発見していただきありがと
うございました。大事に至らなくて助かりました」
と感謝のお言葉をいただきました。
また、「小さな出来事が大きな事故に繋がること
もあるので、日ごろの業務にも十分気を付けていき
たい」とのことでした。

〔まとめ〕
今回は、電源接続部から火花が散っていたこともあ
り、火災に繋がった可能性がありました。ビニールテー
プも時間が経つと粘着力が低下し、充電部が露出しや
すくなります。感電や事故を起こさないためにも、異
常が見られた場合は、当協会へご連絡をお願いいたし
ます。

〈復旧後〉
ビニールテープで補修

〈復旧前〉
金属部分が露出し本体ケースと接触
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